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英語名：paralytic ileus 
 
 

Ａ．患者の皆様へ 
 

 

ここでご紹介している副作用は、まれなもので、必ず起こるものではありません。ただ、副

作用は気づかずに放置していると重くなり健康に影響を及ぼすことがあるので、早めに「気づ

いて」対処することが大切です。そこで、より安全な治療を行う上でも、本マニュアルを参考

に、患者さんご自身、またはご家族に副作用の黄色信号として「副作用の初期症状」があるこ

とを知っていただき、気づいたら医師あるいは薬剤師に連絡してください。 
 

腸管の動きが鈍くなる「麻
ま

痺
ひ

性
せい

イレウス」は、医薬品の服用によっ

て引き起こされる場合があります。 

鼻炎
び え ん

薬
やく

、あへん系鎮痛薬、免疫抑制剤、抗精神病薬、鎮痙薬
ちんけいやく

、頻尿・

尿失禁治療薬、抗がん薬、α-グルコシダーゼ阻害薬（糖尿病治療薬）

などの医薬品でみられることがあるので、これらのお薬を服用してい

て、次のような症状がみられた場合には、放置せずに医師・薬剤師に

連絡してください。 

 

「お腹がはる」、「著しい便秘」、「腹痛」、「吐き気」、「おう吐」など

がみられ、これらの症状が持続する 

 

 

麻痺性イレウス 
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１．麻
ま

痺
ひ

性
せい

イレウスとは？ 
麻痺性イレウスは、腸管の動きが鈍くなり、排便が困難になるこ

とにより起こる病気であり、医薬品により引き起こされる場合もあ

ります。 
主な症状として、「お腹がはる」、「著しい便秘」、「腹痛」、「吐き気」、

「おう吐」があり、排便、排ガスの停止、腸内のガスの増加などが

認められますが、腹部の圧痛や打痛はなく、また発熱は認められな

いことが多いとされています。麻痺性イレウスは、徐々に症状が現

れるため、上記のような病状に気づきにくく、注意が必要です。 
麻痺性イレウスが生じた場合、医師の指示に従った服薬の中止な

ど、速やかに措置をとれば問題はありませんが、気づかずに長期使

用すると重くなる場合があります。 
麻痺性イレウスをおこす医薬品には、鼻炎薬、あへん系鎮痛薬、

免疫抑制剤、抗精神病薬、鎮痙
ちんけい

薬
やく

、頻尿・尿失禁治療薬のように、

自律神経系を介して腸管の運動機能を抑制するもの、抗がん薬のよ

うに腸管に障害を起こすもの、機序は様々ですが糖尿病治療薬など

で起きるものがあります。 

また、糖尿病の方、腸管運動が低下しやすい病気の方や、麻痺性

イレウスを起こす医薬品を複数併用しているときには、より麻痺性

イレウスをおこしやすいといわれています。 
 
２．早期発見と早期対応のポイント 

「お腹がはる」、「著しい便秘」、「腹痛」、「吐き気」、「おう吐」な

どがみられ、これらの症状が持続する場合で、鼻炎薬、あへん系鎮

痛薬、免疫抑制剤、抗精神病薬、鎮痙薬、頻尿・尿失禁治療薬、抗

がん薬、α-グルコシダーゼ阻害薬（糖尿病治療薬）などを服用して
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いる場合には、放置せずに医師、薬剤師に連絡をしてください。 
受診する際には、服用した医薬品の種類と量、服用からどのくら

いたっているのか、症状の種類、程度などを医師に知らせてくださ

い。 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 医薬品の販売名、添付文書の内容等を知りたい時は、このホームページにリンクしている

独立行政法人医薬品医療機器総合機構の「医療用医薬品 情報検索」から確認することができ

ます。 

https://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuSearch/ 

 

※ 独立行政法人医薬品医療機器総合機構法に基づく公的制度として、医薬品を適正に使用し

たにもかかわらず発生した副作用により入院治療が必要な程度の疾病等の健康被害について、

医療費、医療手当、障害年金、遺族年金などの救済給付が行われる医薬品副作用被害救済制度

があります。 

（お問い合わせ先） 

独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 救済制度相談窓口 

https://www.pmda.go.jp/kenkouhigai_camp/index.html 

電話：0120－149－931（フリーダイヤル）[月～金] 9時～17時（祝日・年末年始を除く） 

 
 


